
例

1 本書は、奈良国立文化財研究所が奈良県教育委員会の委嘱を受けて、奈良市四条大路

一丁 目700香地、762番地で実施した発掘調査の報告である。

2 調査は、第 1次・第 2次の 2回おこなった。第 1次調査は分譲住宅の造成工事にとも

なう事前調査で、調査期間は1982年 10月 8日 ～11月 9日 、調査面積は約600∬ である。

第 2次調査は賃貸用宿合の建設にともなう事前調査で、調査期間は1984年 5月 22日 ～ 6

月29日 、調査面積は約750∬ である。

3 調査は、当研究所平城宮跡発掘調査部が担当した。第 1次調査は、金子裕之、立木4多、

岩永省二、宮本長二郎、内田昭人、清田菩樹が参加 し、中川善夫、田阪仁 (二重県教育

委員会)が補助 した。第 2次調査は、金子裕之、岩永省三、花谷浩、山崎信二、深澤芳

樹、寺崎保広、館野和己、宮本長二郎が参加した。調査にあたっては三和建設株式会社、

株式会社竹中工務店および奈良県教育委員会事務局の協力を得た。

4 本書の作成は、部長岡田英男の指導のもとに以下の者が当り、執筆者全員の討議を経

た。 I-1 寺崎保広、 I-2・ Ⅲ-3 金子裕之、 I-3・ H-1・ Ⅳ 岩永省三、

H-2 宮本長二郎・立木修・岩永、Ⅲ-1 山崎信二、Ⅲ-2 深澤芳樹

5 遺構・遺物の写真は佃幹雄、八幡扶桑が担当し、杉本和樹、中島和彦が協力した。

6 本書の編集は岩永省三が担当した。

7 本書の作成に当り、奈良市教育委員会より調査地周辺の航空写真の提供を受けた。ま

た、fig.8記 載の字名は、橿原考古学研究所発行『大和国条里復原図』から引用した。


